
実施期間 ６月４日～１１月１１日

熊本支部

～私たちは介護のプロを応援します～

（公財）介護労働安定センター

令和６年度

介護労働講習（実務者研修を含む）

掲載している写真・氏名等の個人情報につきましては、予めご本人の承諾を得て掲載しています。



受講者の皆様、介護労働講習（実務者研修を含む）の修了おめでとう
ございます。13名お一人も欠けることなく、全員で修了されたことを職
員一同大変うれしく思います。
１０５日もの間、座学や筆記試験をはじめ、介護技術の演習、慣れな

い医療的ケアや介護過程Ⅲなどいくつもの難関を乗り越えてこられまし
た。本当に大変だったと思いますが、皆さんの頑張りには大変感動いた
しました。修了された皆さんは、半年前とは違って自信に満ち溢れてい
る事でしょう。
これから、介護職として新たな希望と不安を胸にそれぞれの道に進ま

れますね。皆さんならきっと大丈夫です。介護の明るい未来に向かって
皆さんの今後のご活躍とご健勝を祈念し、贈る言葉とさせていただきま
す。ありがとうございました。

熊本支部職員一同

修了者へ贈る言葉

修了おめでとうございます

写真



開講式

スクーリング

講習風景

講習会場付近



講習風景

医療的ケア演習

医療的ケア演習

修了式



講習を終えて

介護労働講習での学びは
自分にとって大きな成長の
きっかけとなりました。

介護の基本知識（理念・
法律・制度）、コミュニ
ケーション技術、認知症ケ
ア、身体介護技術について
学ぶことができてよかった
です。

介護職としての自信が高
まり、現場においてもより
良いサービスが提供できる
のではないかと思います。

６か月間学び、人間とし
て、介護を知った人として
パワーアップすることがで
きました。

介護現場における座学は
なくてはならないものだと
感じました。また、実習を
通して講習の重要性を再認
識できました。

年代問わず、楽しく講義
を受けることができました。
大変有意義な研修でした。

今年も多くの受講者が講習を修了し、それぞれの道へ進んで
いきました。修了者の感想をご紹介します。



就職先を訪ねて
松島 康博さん

令和５年度修了者

介護労働講習で学んだことは？

実際に介護の仕事に就かれた感想は？

講習内容などについてのご感想は？

これから受講される方へメッセージをお願いします

介護のことは右も左もわからない状態だったので不安がありました。講師

の方々が個性的な方が多く、講習が進むごとに面白さもでてきました。

他の受講生と協力して実技等に取り組めたのも良い刺激となりました。

想像はしていたのですが、実際は大変な業務や技術が必要なことも多く、

悩んだりすることもありますが、同じユニットの先輩方にサポートしてい

ただいて日々奮闘しています。

医療的ケアに関しては、また介護とは違う難しさがありましたが、練習を

重ね他の受講生と教えあったりして理解を深めることができました。最初

は難しいと感じたことも終わってみると身に付いていると実感できました。

介護未経験の方は不安なことが多いかと思いますが受講生とも繋がりが

持てたり、センターのスタッフの方も親身に相談にのってくれたりする

ので、介護に興味があれば何も心配せずに受講されることをお勧めしま

す。



就職先を訪ねて

事業主さまから一言

普段の仕事ぶりはいかがですか？

松島さんは、他の職員への思いやりがあり、チームワークを大切にできる、
頼もしい職員さんです。入居者様に対する言葉遣いや態度は、他の職員が見習
うべき点が多く、常に丁寧なコミュニケーションを心掛けて仕事に向き合って
います。
標準的な業務がしっかり身についており、日々成長を感じます。入居者様の

状況に合わせた臨機応変な対応力の向上は、今後の経験を通してさらに磨かれ
ていくことを期待しています。
常に真摯に仕事に取り組む松島さんの姿勢は、周囲の職員も見習うべきとこ

ろです。今後の活躍に大いに期待しております。

かいご

これから受講される方へメッセージをお願いします

地域密着型特別養護老人ホーム
ケアタウン光の森 施設長 竹園 辰巳氏

介護の仕事は、決して楽ではありません。体力的にきつい時もあるでしょ
う。利用者の方の心に寄り添うには、精神的な強さも必要です。しかし、大
変な時を乗り越えた先にこそ、大きな喜びとやりがいが待っています。
利用者の方の何気ない笑顔、そして「ありがとう」の言葉。それは、何も

のにも代えがたいものです。「人の役に立ちたい」「社会に貢献したい」と
いうあなたの優しい気持ちが、誰かの笑顔に、そして幸せに繋がる。それが
介護の仕事の素晴らしさです。
介護業界は今、大きな変革の時を迎えています。新しいテクノロジーの導

入や業務プロセスの見直しにより、介護の現場はより安全で、より質の高い
サービスを提供できるよう進化を続けています。もちろん、課題もあります。
高齢化が進む中で、介護を必要とする人はますます増えています。しかし、
だからこそ、皆さんの力が必要です。新しい発想とチャレンジ精神で、介護
の未来を一緒に切り拓いていきませんか。
私たち介護の現場は、皆さんが安心して働けるよう、いろいろなサポート

体制を整えています。共に学び、共に成長し、明るい介護の未来を実現して
いきましょう。


